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2026 年度　看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に関する取り組み事項

当院は地域医療支援病院として、地域医療の中核を担う役割があります。そのため看護部門では地域
医療を担う人材の育成と看護職員の定着をはかっております。看護職員の業務の負担軽減や処遇改善
に取り組み、職員がやりがいを持ち長く働き続けられる職場づくりを目指します。今年度の計画を下
記に示します。

・看護補助者を看護チームの一員として配置し、看護補助者と協働して看護業務の負担軽減を
　行います。看護補助者研修による能力開発を行い、看護師の指示のもと安全に業務を行え
　るようにします。

・時間外労働時間の短縮を推進し、看護部各委員会・研修等を業務時間内に実施、IOT 技術導入に
　よる業務効率化に努めます。

・これまで看護師が担っていた業務を専門性の高い職種とタスクシェアし、多職種と協働して
　業務の効率化に努めます。（専門性の高い職種：薬剤師・管理栄養士・社会福祉士・臨床心
　理士・臨床工学技士・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・診療放射線科技士・臨床工
　学技士・臨床検査技師等）

・母性健康管理指導事項連絡カードによる妊婦の体調管理を推奨します。男性の育児休暇や子
　看休暇を推奨し、男女共に育児しやすい環境に取り組みます。

・時短常勤制度の利用を推奨し、育児時間を確保することにより仕事と育児の両立を支援します。

・3 交代・変則 2 交代・遅番・早番・時短など多様な雇用形態を導入し、ワークライフバラン
　スの推進を図ります。

・夜勤専従看護師の配置を推進し、平均夜勤時間 72 時間以内を達成します。

・看護職員のやりがいを支援するため年３回程度の目標面接を行い、個々のキャリア発達支援
を行います。

1. 業務量の調整

2. 多職種との役割分担の推進

3. 看護補助者の配置と活用

4. 妊娠・子育て中の看護師への配慮

5. 短時間正規雇用の看護職員の活用

6. 多様な雇用形態の導入

7. 夜勤負担の軽減

8. 資格取得者への支援


